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■要配慮者利用施設における「水害時の避難訓練」でお悩みのみなさま（R8.1.16公表）

要配慮者利用施設向けの水害時避難訓練の促進 荒川下流河川事務所



１．訓練実施促進につながる広報資料の作成：②選定施設での避難訓練の実施支援

 短編映像のイメージ（図上訓練：デイサービスこまつな【江戸川区】）

①訓練目的の設定 ②訓練の準備

③訓練の実施 ④施設担当者へのインタビュー

 まずは、現在の避難確保計画を確認しました。
 初めての水害避難訓練となるため、図上訓練を実施し、全
体像を整理・把握して課題を洗い出すこととしました。

 要配慮者利利用施設における避難訓練企画・運営マニュアル
(案) （国土交通省関東地方整備局河川部 水災害対策センタ
ー）を活用し、訓練計画を立てました。

 図上訓練用に階数別の図面、避難確保計画の拡大版や記入
用のペン等を準備しました。

訓練用の図面
訓練計画書

 図上訓練の事前に、地震・火災のときの避難と水害のときの避難
の違いを説明し、ハザードマップで浸水リスクの確認しました。

 図面で浸水が想定されている階に、普段は誰がいるか、浸水した
ら困るものは何がある等を確認しました。また、現在の避難確保
計画のわかりずらい箇所や改善策を確認しました。

 訓練実施後に、施設の担当者へ訓練の感想を伺いました。
• 実際に自分たちがどう判断して、どう行動するか、施設の
中で具体的な備品とかをどうしたらいいのかというかのイ
メージがついて分かりやすかった。

• 訓練の中で結構課題も多かったが、今回あがった課題を
少しずつ改善できるように進めていければと思っている。

事前打ち合わせ

図上訓練（テーブルワーク）



１．訓練実施促進につながる広報資料の作成：②選定施設での避難訓練の実施支援

 短編映像のイメージ（垂直避難訓練：東京ケアヴィレッジ【江戸川区】）

①訓練目的の設定 ②訓練の準備

④利用者への意見聴取、職員振り返り

 施設担当者と現在の避難確保計画を確認しました。
 利用者も含めて、屋内安全確保訓練（垂直避難）を実施す
ることとしました。情報収集・伝達、避難準備も組み込み、
一連の流れを確認することとしました。

 要配慮者利利用施設における避難訓練企画・運営マニュアル
(案) （国土交通省関東地方整備局河川部 水災害対策セン
ター）を活用し、訓練計画を立てました。

 地震、火災の訓練資料を基に職員の動きがわかるような水害
避難訓練用のシナリオフローを準備しました。

訓練用の
シナリオフロー

事前打ち合わせ

 訓練の事前説明を実施し、地震・火災のときの避難と水害のとき
の避難の違いを説明しました。また、ハザードマップや荒川氾濫
の動画を活用し、浸水リスクや水害のイメージを確認しました。

 高齢者避難等の発令から訓練を開始し、職員で情報伝達を行
い、順次利用者を上階へ避難誘導しました。

 訓練後に、利用者から意見聴取を行い、その後、職員の担当者
で振り返りを行いました。

 訓練後に、利用者から意見聴取を行い、その後、職員の担当
者で振り返りを行いました。

 訓練実施後に、施設の担当者へ訓練の感想を伺いました。
• 車椅子誘導の際、扉に車椅子が引っかかってしまったため、
動線の改善が必要。

• 災害時は、担当職員が固定できないことも想定されるため、
特定の職員に依存しない体制づくりが必要。

③訓練の実施

訓練計画書

情報伝達訓練 避難誘導 利用者への意見聴取 職員振り返り


